
初の女性でi¥damの妻でもあった、あの

ブ」のことです。

A Do you know Mr. Johnson， the new 

president of the bank? 

B : No， 1 don't know him from Adam. 

A:あの銀行の新しい頭取のジョンソンさんを

知っているか?

B:いいえ、どこの誰かも知りません。

フランク・シナトラはstrangersin the 

night (一夜の見知らぬ人間向上)と同名の曲

で歌っています。我らが三波春夫が歌う、路地

裏の屋台で小山たたいて「チャンチキおけさ」

で盛り上がっている人たちは、 strangersto 

one another (お五い知らぬ同士)。何が言い

たいのかといえば、 「どこの誰だか知らない

ノ¥.Jの最も簡単な百い方は、 siranger(s)だと

いうことです。簡単に言えば「亦の他人Jのこ

と。 notknow ~ from Adamというフレーズ

がどうしても思いだせないときは、これで代用

してくださ~'0 
1 was scared when a total stranger talked to 

me in the dark alley. 

(薄暗し、路地で見たこともない人に声をかけら

れで怖かった)

「イ

も
お
諒
ピ
酎
引

必，
F

出

量

F
F

由日常

和
…
譜

s
b
一
付
制

一
一
諮
問
…
…
…
同

で…
L
W
M

離
宮
配
除
E
輔
、
料
刊

ル」子口巧妙句圃圃圃.「標的型メ
技術員不足、企業は外部契約対応も

どこの誰だか知らない
1 don't know you from Adam. What makes 

you think 1'11 lend you money? 

(どこの誰だか知らない君に、どうして私がカ

ネを貸すと思うのかね?)

I~J のところに「人」が入って I (その人

が)どこのだれだか知らな ~'J の志昧になるの

がnolknow ，._ [rom Adam (，._とアダムの区

別がつかなしサ。このl¥damは人類最初の人間

と聖書にある、あの「アタムJのことです。誰

もその顔は見たことがなし、から、その志昧では

知らない人ならみなアダムと同じ 。これが

この慣用句が I(アダムだか)誰だか知らな

い」になる理屈です。

このフレーズは、対象が女性でもそのままア

ダムという男性名は変わりません。たまにnot

know ，._ from Eve (イブとの|天別がつかな

~，)と百う人もいるそうです。 Eve とは人類最 =コスモポリタン・インスティテュート寄稿

くえ⑧

企
業
や
組
織
の
重
要
情
報
を
狙
っ
て
ウ
イ
ル
ス
を
壮
込
ん
だ
メ
l
ル
を
送
り
つ
け
る
「
標
的
型
メ

ー
ル
」
に
よ
る
反
撃
が
増
え
て
い
る
。
手
門
が
巧
妙
化
す
る
一
方
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

l
専
門
の
技
術

]
貝
は
圧
倒
的
に
不
足
し
て
お
り
、
総
務
省
は
サ
イ
バ
ー
防
衛
の
人
材
を
育
成
す
る
専
門
拠
点
を
設
け

る
方
針
だ
。
攻
撃
の
現
状
と
企
業
の
対
応
策
を
野
村
総
合
研
究
所
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

l
子
会
社

で
あ
る
N
R
I
セ
キ
ュ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
(
東
京
・
千
代
同
)
の
内
村
隆
広
氏
に
聞
い
た
。

コR

|

セ
キ
ュ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

西
村
隆
広
氏

「
標
的
型
メ
l
ル
」
に

は
ど
の
よ
う
な
種
類
が
あ
り
ま

す
か
。「

標
的
型
メ
l
ル
は
、
ウ
イ

ル
ス
が
添
付
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル

や
リ
ン
ク
先
が
付
い
た
メ
l
ル

を
送
り
、
受
信
者
に
誤
っ
て
(
添

付
フ
ァ
イ
ル
の
開
封
等
を
)
実

行
さ
せ
る
こ
と
で
パ
ソ
コ
ン
を

乗
っ
取
る
。
そ
こ
か
ら
更
に
周

囲
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
侵
入

し
、
情
報
の
窃
取
や
破
壊
な
ど

を
行
う
サ
イ
バ
ー
攻
撃
だ
。
大

量
に
ば
ら
ま
か
れ
る
も
の
を

『
ば
ら
ま
き
型
』
、
特
定
の
企

業
や
組
織
を
狙
っ
て
執
勘
に
攻

擁的援;1.ωJltl農聖書欝i練聾襲擁する
謹i鞄があ品企難は半数近く

溝悲4こ積雪揮を費けた
ことがある

離部霊堂y.-Jレ雄離を聾げたこと
がある企業は3欝以上

親離をき霊けたことが怠い、費げたか
どうかわから駐い、頼関盤

(議}対日lセキュアテヲノ自5)-;(，が重軽擁したiE薫的取り組みに鱒する調麗(2015)

撃
す
る
も
の
を
標
的
型
メ
l
ル

攻
撃
と
表
現
す
る
」

「
特
に
最
近
日
本
で
は
、
ラ

ン
サ
ム
(
身
代
金
)
ウ
エ
ア
の

ば
ら
ま
き
型
メ

l
ル
が
散
布
さ

れ
、
誤
っ
て
添
付
フ
ァ
イ
ル
を

聞
い
て
し
ま
う
企
業
が
続
発
し

た
。
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
と
は
感

染
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
画

同
を
ロ
ッ
ク
し
た
り
、
重
要
フ

ァ
イ
ル
を
暗
号
化
し
た
り
す
る

こ
と
で
デ
l
タ
を
利
用
不
可
に

し
て
「
身
代
金
』
を
要
求
す
る

不
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
だ
」

な
ぜ
増
え
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

「
簡
単
に
報
酬
を
得
ら
れ
る

38.8% 

24. 9 

23.4 

マ
l
サ

I
ジ
ャ
パ
ン

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

役
員
の
人
事
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
上
で
重
要
な
も
う
一
つ
の

機
関
で
あ
る
報
酬
委
員
会
に

つ
い
て
、
そ
の
役
割
と
実
務

に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

ま
ず
、
報
酬
委
員
会
の
役

割
の
べ

l
ス
は
「
株
主
・
投

資
家
へ
の
説
明
責
任
の
担

保
」
に
あ
り
、
そ
の
主
要
な

タ
ス
ク
は
「
報
酬
制
度
レ
ビ

ュ
ー
」
「
業
績
評
価
に
対
す

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
の
2
つ

と
な
る
。
料
営
陣
(
幹
部
)

の
報
酬
水
準
・
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
の
仕
組
み
が
中
長
期
的

な
企
業
価
値
向
上
を
実
現
す

る
上
で
妥
当
で
あ
る
か
ど
う

か
。
あ
る
い
は
恒
期
の
口
標

設
定
・
業
績
評
価
結
果
が
適

切
で
あ
る
か
を
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ

い
て
社
外
(
株
主
・
投
資

家
)
に
対
し
説
明
す
る
こ
と

が
ぶ
め
ら
れ
る
。
そ
の
前
提

と
し
て
報
酬
委
員
に
は
、
各

併
営
陣
(
幹
部
)
の
口
椋
と

と
の
反
撃
側
の
判
断
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
メ
ー
ル
は
不
正

ア
ク
セ
ス
に
比
べ
発
信
元
を
特

定
し
に
く
い
。
以
前
は
ス
パ
ム

メ
l
ル
を
不
特
定
多
数
に
送
り

つ
け
て
い
た
が
効
率
が
悪
か
っ

報酬委、制度・評価を検証
亀
長
尚
尋
氏

そ
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
に
十

分
な
程
度
、
現
行
の
事
業
戦

略
へ
の
理
解
が
必
須
と
な

る。
ま
た
、
当
該
企
業
の
報
酬

制
度
が
「
優
秀
な
経
営
人
材

報輔重量調番的生聾事9スヨF

た
。
代
わ
り
に
社
内
の
や
り
取

り
に
似
せ
た
も
の
や
臼
然
な
文

面
の
メ
l
ル
を
手
軽
に
作
成
す

る
技
術
が
で
き
た
。
標
的
型
メ

ー
ル
を
作
る
ツ
ー
ル
も
有
刺
で

出
回
っ
て
い
る
く
ら
い
だ
」

ほ
と
ん
ど
が
金
銭
目
的

17.6 

16. 9 

15.8 

14.0 

13.8 

ど
の
よ
う
な
企
業
が
標

的
に
な
り
や
す
い
で
す
か
。

「
個
人
情
報
を
持
っ
て
い
る

金
融
機
関
や
小
売
り
、
特
許
技

術
を
持
っ
て
い
る
企
業
は
狙
わ

れ
や
す
い
。
重
要
情
報
を
盗
み

だ
し
て
売
買
を
す
る
金
銭
円
的

の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
ほ
と
ん
ど

だ
。
た
だ
、
最
近
で
は
ビ
ッ
グ

デ
l
タ
の
分
析
が
活
発
に
な
っ

た
こ
と
で
、
多
く
の
企
業
が
デ

ー
タ
を
蓄
積
し
て
い
る
。
あ
ら

ゆ
る
業
種
に
危
険
が
あ
る
」

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

l
製
品

の
利
用
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
対

14.7 

策
が
と
れ
ま
す
か
。

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
入
り
口
、

内
部
、
出
口
対
策
の
3
つ
に
分

け
ら
れ
る
。
フ
ァ
イ
ア
ウ
オ
ー

ル
と
呼
ば
れ
る
機
器
の
設
置
は

伝
統
的
な
手
法
だ
。
最
近
で
は

「
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
』
と
呼
ぶ

技
術
が
新
し
い
。
社
員
の
パ
ソ

コ
ン
に
メ
l
ル
を
配
信
す
る
前

を
獲
得
・
リ
テ
イ
ン
」
す
る

に
足
る
か
ど
う
か
を
検
証
す

る
上
で
は
、
役
員
報
酬
制
度

を
市
場
競
争
力
の
観
点
か
ら

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
経
営
チ

ー
ム
の
強
化
に
資
す
る
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
を
与
え
る
こ
と

も
必
要
と
な
る
。

海
外
拠
点
に
お
け
る
役
員

報
酬
制
度
も
委
員
会
の
ア
ジ

ェ
ン
ダ
に
合
め
る
腸
合

に
は
、
役
員
報
酬
制
度

を
「
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開

を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
」

と
捉
え
、
海
外
人
材
も

含
め
た
経
常
チ
l
ム
の

強
化
に
資
す
る
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
与
え
る
こ

と
が
役
割
と
し
て
求
め

ら
れ
る
。
こ
の
た
め
報

酬
一
委
員
は
、
海
外
の
役

員
報
酬
慣
行
に
も
精
通

し
て
い
る
必
要
が
あ

る。
実
務
上
、
報
酬
委
員

会
は
期
首
の
目
標
設

定
、
期
中
の
中
間
レ
ビ

ュ
ー
、
期
末
の
業
績
評

価
結
果
レ
ビ
ュ
ー
で
年

期車期中期薗
に
、
社
内
シ
ス
テ
ム
か
ら
隔
離

さ
れ
た
サ
ー
バ
ー
で
開
封
し
て

調
べ
る
。
開
封
し
て
し
ま
っ
た

の
を
検
知
し
て
ロ
グ
収
集
す
る

内
部
対
策
や
、
感
染
し
た
後
の

情
報
持
ち
出
し
を
防
ぐ
出
口
対

策
も
あ
る
」

「
最
新
の
技
術
で
は
社
員
の

パ
ソ
コ
ン
の
動
作
環
境
を
分
離

し
て
の
一
元
管
理
や
、

A
ー
を

取
り
入
れ
た
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
も

自
社
対
応
、
範
囲
の
認
識
を

N
R
I
セ
キ
ュ
ア
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
ズ
は
訓
練
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
一
。

「2
0
1
1年
の
サ
ー
ビ
ス

開
始
以
米
、

loo-H通
の
訓

練
メ
l
ル
を
配
信
し
た
。
傾
向

を
分
析
し
て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
に
生
か
し
て
い
る
。
昨
年
実

施
し
た
訓
練
で
は
、

8
人
に
1

人
が
リ
ン
ク
を
ク
リ
ッ
ク
し

た
。
医
療
貫
通
知
や
自
社
の
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
ド
メ
イ
ン
を

使
用
し
て
い
る
も
の
は
開
封
一
本

が
高
い
」

「メ
l
ル
訓
練
の
背
及
で
、

社
員
が
『
こ
の
メ
l
ル
は
お
か

し
い
』
と
気
づ
け
る
よ
う
に
な

り
つ
つ
あ
る
印
象
だ
。
最
近
は

役
員
に
は
セ
ミ
ナ
ー
案
内
、
管

理
職
に
は
承
認
メ
l
ル
な
ど
役

13. 7 

職
別
に
訓
練
メ
l
ル
を
送
り
分

け
て
い
る
。
怪
し
い
メ
l
ル
を

受
信
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
か

ま
で
、
踏
み
込
ん
で
調
育
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
」

今
後
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
課
題
に
な
り
ま
す
か
。

「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

l
に
詳
し

い
技
術
員
が
不
足
し
て
お
り
、

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
利
用
す

る
企
業
も
増
え
て
い
る
。
製
品

の
組
み
台
わ
せ
や
現
存
の
対
策

の
検
証
な
ど
、
相
談
は
多
岐
に

わ
た
る
。
企
業
の
中
で
サ
イ
バ

ー
反
撃
に
詳
し
い
エ
ン
ジ
ニ
ア

を
抱
え
る
の
は
難
し
い
の
で
、

何
か
あ
っ
た
と
き
の
た
め
に
外

部
の
専
門
サ
ー
ビ
ス
と
契
約
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
」

「
万
が
一
同
封
し
た
場
合
の

3
回
程
度
、
以
下
の
よ
う
な

議
題
を
設
定
し
開
催
さ
れ
る

の
が
一
般
的
で
あ
る
。

ま
ず
期
首
に
目
標
を
定
め

る
。
経
営
会
議
や
取
締
役
会

に
て
京
認
さ
れ
た
財
務
業
績

目
標
を
確
認
し
、
財
務
業
績

指
標
の
基
準
値
の
調
整
お
よ

び
支
給
額
と
業
績
値
の
関
係

を
設
定
す
る
。
さ
ら
に
、
設

定
さ
れ
た
非
財
務
目
標
項
口

(
内
界
、
達
成
基
準
)
の
レ

ビ
ュ
ー
と
検
証
を
行
う
。

次
に
、
期
中
に
中
間
レ
ビ

ュ
ー
を
実
施
す
る
。
期
首
に

設
定
し
た
口
標
の
見
直
し
・

検
証
を
行
い
、
現
行
の
役
員

報
酬
制
度
の
内
容
(
目
的
、

水
準
、
構
成
)
を
再
考
す
一

る。
最
後
に
、
期
末
の
業
績
評

価
結
果
レ
ビ
ュ
ー
で
、
財
務

・
非
財
務
業
績
評
価
結
果
を

確
認
す
る
。
必
要
に
応
じ
て

業
績
評
価
結
果
に
対
す
る
調

整
を
検
討
し
、
来
年
度
の
各

役
員
別
報
酬
額
の
確
認
と
株

主
総
会
・
開
示
対
一
め
へ
の
イ

ン
プ
ッ
ト
を
行
う
。

(C)日本経済新聞社無断複製転載を禁じますc

文面別のアクセス率比較
(NRlセキュアテクノロジーズが15年に実施した訓練の結果)

長医療費通知のお知らせ

率先ほどの写真の件

記メールボックスの設定が変更されました

底取材のお願い

をRe :グループ全体会議

長調査事項

長お知らせ【 eチケットお客様控え】

一E Re 経営戦略セミナ一事務局につきまして

長【緊急】ウィ l

長【重要】 Windowsの脆弱性暫定回避策

に
し
む
ら
・
た
か
ひ
ろ

2
0
0
2

年
関
西
大
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
修

了
、
野
村
総
合
研
究
所
入
社
。

ω年
N

R
I
セ
キ
ュ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
に
出

向
、
金
融
・
製
造
・
公
共
機
関
の
リ
ス

ク
評
伺
や
イ
ン
シ
デ
ン
卜
対
応
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
従
事
。
同
年
か
ら
サ

イ
バ
ー
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
長
。

あ
る
。
た
だ
、
数
億
円
か
か
る

ケ
l
ス
も
多
く
、
や
み
く
も
に

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

l
製
品
を
取
り

入
れ
る
の
に
は
、
コ
ス
ト
負
担

が
重
い
。
今
ま
で
は
入
り
門
対

策
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
た

が
、
メ
ー
ル
の
巧
妙
伯
で
防
ぎ

き
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

l
製
品
だ
け
で

な
く
、
社
員
の
注
意
を
促
す
対

策
も
必
要
だ
」

初
動
に
は
、
シ
ス
テ
ム
部
門
へ

の
報
告
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら

の
越
断
、
同
じ
メ
l
ル
が
届
い

て
い
な
い
か
と
い
っ
た
確
認
な

ど
が
あ
る
。
ど
こ
ま
で
日
社
で

で
き
る
の
か
あ
ら
か
じ
め
認
識

し
て
お
き
、
そ
の
後
の
ロ
グ
解

析
な
ど
は
外
部
に
委
託
す
る
と

い
う
流
れ
だ
。
提
供
し
て
い
る

『
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
故
対
応
支

援
』
の
導
入
企
業
は
昨
年
と
比

べ
て
2
倍
に
増
え
た
」

|
|
専
門
人
材
に
ぷ
め
ら
れ

る
資
質
と
は
。

「
経
常
々
針
に
基
づ
き
費
用

対
効
果
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
経
営
層
と
現
場
の

実
務
者
の
闘
で
サ
イ
バ
ー
攻
撃

に
対
す
る
認
識
に
差
が
聞
い
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。
両
者
の
橋

渡
し
役
に
な
る
よ
う
な
人
材
が

求
め
ら
れ
て
い
る
」

(
聞
き
手
は
薬
文
江
)
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